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指定緊急避難場所 洪水
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火災× ○

指定避難所（兼福祉避難所）
指定緊急避難場所 洪水

内水
地震
火災○ ○

指定緊急避難場所 洪水
内水

地震
火災× ○

指定緊急避難場所 洪水
内水

地震
火災× ○

さつきケ丘防災センター

健康文化センター（ほほえみプラザ）

秋田グラウンド

大口西小学校

指定避難所
指定緊急避難場所 洪水

内水
地震
火災× ○

大口中学校

大口北保育園

上小口グラウンド
河北グラウンド

町民会館

指定避難所
指定緊急避難場所 洪水

内水
地震
火災○ ○

木曽川水系洪水浸水想定区域図

大口町 指定緊急避難場所と指定避難場所

木曽川水系洪水浸水想定区域図
（想定最大規模）
大口町 指定緊急避難場所と指定避難場所

木曽川水系洪水浸水想定区域図
（想定最大規模）
大口町 指定緊急避難場所と指定避難場所
※地域避難所は、地域で開設する避難所です※地域避難所は、地域で開設する避難所です

　
　
　

の
身
近
に
突
然
や
っ
て
く
る
水
害

あ
な
た
の
身
近
に
突
然
や
っ
て
く
る
水
害

平
成
29
年
夏
の
大
口
町
水
害
を
振
り
返
っ
て

特集

　

今
年
の
8
月
、　

名
古
屋
で
明
治
32
年
の
観
測
開
始
以
降
最
高
気
温
の
40
・
３
度
を
記

録
し
ま
し
た
。
連
日
の
猛
暑
、
記
録
的
な
豪
雨
、
本
州
を
東
か
ら
西
へ
逆
走
す
る
台
風
。

気
象
庁
は
臨
時
会
見
を
開
き
、「
命
に
危
険
が
あ
る
よ
う
な
暑
さ
で
災
害
と
認
識
し
て
い

る
」、「
異
例
な
コ
ー
ス
を
進
む
台
風
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
通
用
し
な
い
場
合

が
あ
る
」
な
ど
、
異
常
天
候
の
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
異
常
気
象
が
起
こ
り
、
昔
の
常
識
が
通
用
し
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
の
経
験
を
超
え
る
規
模
の
自
然
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　左の地図は2016年、国土交通省が作成した木曽川水系洪水
浸水想定区域図で、お住まいの地域がどの程度浸水するおそ
れがあるかを予測したものです。洪水ハザードマップと併せ、
避難所の確認や日頃からの準備のためにご活用ください。

　　　指定避難所
災害の危険性があり避難した住民等を災害の危険性がなくなるまでに必要な間滞在させ、または災害によ
り家に戻れなくなった住民等を一定期間滞在し、避難者の生活環境を確保するための施設をいいます。

　　　　指定緊急避難場所
災害の種類に応じて危険のおよばない施錠等がない常時開けた場所で、災害発生のおそれがある場合にその
危険から逃れるため住民が一時滞在する場所をいいます。指定緊急避難場所は災害別で区別されています。

指定緊急避難場所
洪水
内水

地震
火災× ○

総合運動場

大口南小学校

指定避難所
指定緊急避難場所
洪水
内水

地震
火災○ ○

指定避難所
指定緊急避難場所
洪水
内水

地震
火災○ ○

大口北小学校

指定避難所
指定緊急避難場所
洪水
内水

地震
火災○ ○

中央公民館（憩いの四季・図書館）

大口町役場
災害対策本部災害対策本部

指定避難所

屋内運動場

あなたの身近に
突然やってくる
水害
平成29年夏の大口町水害を振り返って

特集

　今年の8月、名古屋で明治32年の観測開始以
降最高の40.3 度を記録しました。連日の猛暑、
記録的な豪雨、本州を東から西へ逆走する台風。
気象庁は臨時会見を開き、「命に危険があるよ
うな暑さで災害と認識している」、「異例なコー
スを進む台風のため、これまでの経験が通用
しない場合がある」など、異常天候の警戒を
呼びかけていました。
　今後もさまざまな異常気象が起こり、昔の
常識が通用しない可能性があります。私たち
の経験を超える規模の自然災害に対する危機
管理に備えましょう。

想
定
外
の
水
害

　

死
者
・
安
否
不
明
者
が
２
０
０
名
以
上

と
い
う
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
７
月

上
旬
の
西
日
本
豪
雨
は
、
い
ま
だ
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
大
口
町
に
お
い
て

も
、
昨
年
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
数
度

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
想
定
外
の
被

害
が
出
ま
し
た
。
特
に
、
７
月
14
日
の
ゲ

リ
ラ
豪
雨
で
は
五
条
川
が
「
計
画
高
水
位
」

と
な
り
、
大
口
町
豊
田
地
区
と
江
南
市
布

袋
地
区
の
間
を
流
れ
る
五
条
川
の
湾
曲
し

た
部
分
が
越
水
し
ま
し
た
。
役
場
に
は
多

く
の
報
道
陣
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

報
道
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
ん
で
一
帯
に
水

が
あ
ふ
れ
た
様
子
が
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
流

れ
ま
し
た
。

　

幸
い
、
報
道
が
大
き
か
っ
た
程
に
は
大

口
町
内
で
甚
大
な
被
害
は
見
ら
れ
ず
、
報

告
さ
れ
て
い
る
範
囲
で
床
下
浸
水
８
軒
、

冠
水
に
よ
る
通
行
止
め
４
か
所
に
留
ま
り

ま
し
た
。

※

設
計
上
、
堤
防
が
耐
え
ら
れ
る
水
位
の
高
さ
の
上
限

※

あ
な
た
の
身
近
に
突
然
や
っ
て
く
る
水
害
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振
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て
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8
月
、
名
古
屋
で
明
治
32
年
の
観
測
開
始
以
降
最
高
の
40
・
３
度
を
記
録
し
ま

し
た
。
連
日
の
猛
暑
、
記
録
的
な
豪
雨
、
本
州
を
東
か
ら
西
へ
逆
走
す
る
台
風
。

　

気
象
庁
は
臨
時
会
見
を
開
き
、「
命
に
危
険
が
あ
る
よ
う
な
暑
さ
で
災
害
と
認

識
し
て
い
る
」、「
異
例
な
コ
ー
ス
を
進
む
台
風
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
が

通
用
し
な
い
場
合
が
あ
る
」
な
ど
、異
常
天
候
の
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
異
常
気
象
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の

経
験
を
超
え
る
規
模
の
自
然
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

そ
の
日
、
役
場
で
は…

　

こ
の
よ
う
な
非
常
事
態
が
起
こ
っ
た
場

合
、
役
場
で
は
ど
の
よ
う
な
体
制
が
と
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
役
場
職
員
に

そ
の
日
の
動
き
を
伺
い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
７
月
14
日
貊
、
午
前
８
時
40
分

頃
か
ら
雨
が
降
り
始
め
、
そ
の
１
時
間
後
大

雨
警
報
、
さ
ら
に
１
時
間
後
に
は
洪
水
警
報

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
１

時
間
の
雨
量
は
52
㎜
で
し
た
。
こ
の
と
き

の
役
場
の
動
き
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

庁
内
で
は
大
雨
警
報
を
受
け
、
午
前
10

時
半
に
第
１
非
常
配
備
体
制
を
立
ち
上
げ
、

30
名
で
町
内
巡
視
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

自
分
は
雨
脚
が
強
く
な
っ
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
、
11
時
に
出
先
か
ら
仕
事
を
早

く
切
り
上
げ
て
帰
庁
。
こ
の
と
き
ほ
ほ
え

み
プ
ラ
ザ
西
駐
車
場
に
停
め
て
あ
る
車
が

浸
水
し
て
い
る
の
を
目
撃
し
ま
し
た
。
所

属
す
る
地
域
協
働
部
で
は
、
ひ
っ
き
り
な

し
に
電
話
が
鳴
っ
て
対
応
に
追
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
報
道
関
係
の
問
い
合
わ
せ
の
電

話
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
ま
た
、
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
た
た
め
、
テ
レ
ビ
を
見

た
方
か
ら
「
知
り
合
い
は
大
丈
夫
か
」
な

ど
と
い
う
電
話
も
多
か
っ
た
で
す
。

　

テ
レ
ビ
で
見
た
映
像
は
衝
撃
的
で
し
た
。

大
口
町
が
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
る
こ
と

は
ま
ず
な
い
の
で
、
多
く
の
方
が
び
っ
く

り
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
帰
庁
後
は
現

場
に
出
動
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　

は
い
、
堀
尾
跡
公
園
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

（
地
下
通
路
）
が
冠
水
し
た
と
い
う
通
報
を

受
け
、
排
水
の
た
め
に
出
動
し
ま
し
た
。

消
防
団
が
使
っ
て
い
る
小
型
ポ
ン
プ
を

使
っ
て
の
作
業
だ
っ
た
の
で
、
消
防
団
に

も
所
属
し
て
い
る
自
分
が
ポ
ン
プ
を
持
っ

て
現
地
に
向
か
い
、
非
常
配
備
の
職
員
と

合
流
し
、
２
人
で
水
の
吸
い
出
し
作
業
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

水
の
吸
い
出
し
は
力
の
い
る
作
業
で

し
ょ
う
ね
。
一
番
苦
労
し
た
の
は
、
ど
の

作
業
で
し
た
か
？

　

大
量
の
水
を
吸
い

上
げ
、
川
に
流
し
ま

し
た
。
水
中
で
ホ
ー

ス
の
先
が
暴
れ
て
外

に
出
そ
う
に
な
る
の

で
、
押
さ
え
る
の
が

大
変
で
し
た
。

　

苦
労
し
た
の
は
、
水
が
引
い
た
地
下
通

路
の
掃
除
で
す
。
大
量
の
汚
泥
を
か
き
出

す
の
は
手
作
業
で
し
た
の
で
一
苦
労
で
し

た
。
夕
方
、
災
害
時
協
定
を
結
ん
で
い
る

町
内
土
木
業
者
の
方
が
手
伝
い
に
き
て
掃

除
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
本

当
に
助
か
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
中
小
口

地
区
の
企
業
駐
車
場
の
雨
水
の
汲
み
出
し

作
業
に
向
か
い
、
帰
庁
し
た
の
は
夜
の
８

時
頃
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
一
日
を
過
ご
し
て
、
住
民

の
み
な
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

　

台
風
は
あ
る
程
度
予
測
し
て
備
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
は
突
然

予
告
な
く
起
こ
る
の
で
、
対
処
が
難
し
い

で
す
。
30
分
後
の
こ
と
が
予
測
で
き
ま
せ

ん
。
日
頃
か
ら
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
や

防
災
マ
ッ
プ
（
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）

で
地
形
を
把
握
し
、
自
宅
や
自
宅
周
辺
に

低
く
な
っ
て
い
る
土
地
が
な
い
か
を
確
認

し
、
豪
雨
時
に
は
近
づ
か
な
い
、
車
を
停

め
な
い
な
ど
の
対
策
を
し
て
被
害
を
最
小

限
に
く
い
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
水
害
時
は
地
震
時
と
違
い
、
む

や
み
に
外
に
出
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
夜
間
は
、
急
な
豪
雨
で
浸
水
し

た
屋
外
の
危
険
箇
所
が
目
に
見
え
な
く
な

り
ま
す
。
水
に
流
さ
れ
た
り
、
水
路
に
落

ち
た
り
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
建

物
倒
壊
の
恐
れ
が
な
い
限
り
、
建
物
の
２

階
以
上
に
避
難
し
（
垂
直
避
難
）、
水
が
引

く
の
を
待
つ
か
救
助
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

避
難
の
指
示
が
出
た
区
域
の
方
は
、速
や
か

に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▲洪水ハザードマップは 5ページに掲載

▲広報無線受信機

▲あんしん・安全ねっと
　登録用QRコード

▲堀尾跡公園のアンダーパス

「
木
曽
川
水
系
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
」
は
、

水
防
法
に
基
づ
き
、
水
害
に
よ
る
被
害
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
に
、

浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
、
浸
水
し
た
場
合

に
想
定
さ
れ
る
水
深
を
表
示
す
る
も
の
で
す
。

「
木
曽
川
水
系
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
」
を
も

と
に
、
市
町
村
に
お
い
て
災
害
時
の
対
応
や

避
難
場
所
の
位
置
等
の
情
報
を
具
体
的
に
記

※

※
載
し
た
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、

住
民
に
周
知
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ
（
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
）
は
、
４
年
前
に
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
口
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

役
場
か
ら
の
避
難
勧
告
・
指
示
は
、
防
災
・

防
犯
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
「
あ
ん
し
ん
・

安
全
ね
っ
と
」
や
広
報
無
線
受
信
機
に
て
配

信
し
ま
す
。「
あ
ん
し
ん
・
安
全
ね
っ
と
」
は

携
帯
電
話
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

防災無線には屋外放送と戸別受信機があり、全国 1,700
の自治体のうち495の自治体が戸別受信機を利用してい
ます。大口町では平成3年から、幅広い世代の皆さんに
防災情報を行き渡らせることができるよう戸別無線機
（一機４万円相当）を無償で貸出しています。停電時で
も受信ができるよう電池を用意しておきましょう。

広報無線受信機は、世帯につき１台を無償貸与し

ています。詳しくは町民安全課までお問合せくだ

さい。

台当たり 3万 9,300 円に

災害時は町内どこの避難所でも利用できます。いざというときにあわてないよう、自宅や働い
ている場所の近くにある避難場所と安全な避難経路をしっかり確認しておきましょう。
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木
津
用
水

指定避難所

指定避難所指定避難所（地域避難所）
指定緊急避難場所 洪水

内水
地震
火災× ○

指定避難所（兼福祉避難所）
指定緊急避難場所 洪水

内水
地震
火災○ ○

指定緊急避難場所 洪水
内水

地震
火災× ○

指定緊急避難場所 洪水
内水

地震
火災× ○

さつきケ丘防災センター

健康文化センター（ほほえみプラザ）

秋田グラウンド

大口西小学校

指定避難所
指定緊急避難場所 洪水

内水
地震
火災× ○

大口中学校

大口北保育園

上小口グラウンド
河北グラウンド

町民会館

指定避難所
指定緊急避難場所 洪水

内水
地震
火災○ ○

木曽川水系洪水浸水想定区域図

大口町 指定緊急避難場所と指定避難場所

木曽川水系洪水浸水想定区域図
（想定最大規模）
大口町 指定緊急避難場所と指定避難場所

木曽川水系洪水浸水想定区域図
（想定最大規模）
大口町 指定緊急避難場所と指定避難場所
※地域避難所は、地域で開設する避難所です※地域避難所は、地域で開設する避難所です

　
　
　

の
身
近
に
突
然
や
っ
て
く
る
水
害

あ
な
た
の
身
近
に
突
然
や
っ
て
く
る
水
害

平
成
29
年
夏
の
大
口
町
水
害
を
振
り
返
っ
て

特集

　

今
年
の
8
月
、　

名
古
屋
で
明
治
32
年
の
観
測
開
始
以
降
最
高
気
温
の
40
・
３
度
を
記

録
し
ま
し
た
。
連
日
の
猛
暑
、
記
録
的
な
豪
雨
、
本
州
を
東
か
ら
西
へ
逆
走
す
る
台
風
。

気
象
庁
は
臨
時
会
見
を
開
き
、「
命
に
危
険
が
あ
る
よ
う
な
暑
さ
で
災
害
と
認
識
し
て
い

る
」、「
異
例
な
コ
ー
ス
を
進
む
台
風
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
通
用
し
な
い
場
合

が
あ
る
」
な
ど
、
異
常
天
候
の
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
異
常
気
象
が
起
こ
り
、
昔
の
常
識
が
通
用
し
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
の
経
験
を
超
え
る
規
模
の
自
然
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　左の地図は2016年、国土交通省が作成した木曽川水系洪水
浸水想定区域図で、お住まいの地域がどの程度浸水するおそ
れがあるかを予測したものです。洪水ハザードマップと併せ、
避難所の確認や日頃からの準備のためにご活用ください。

　　　指定避難所
災害の危険性があり避難した住民等を災害の危険性がなくなるまでに必要な間滞在させ、または災害によ
り家に戻れなくなった住民等を一定期間滞在し、避難者の生活環境を確保するための施設をいいます。

　　　　指定緊急避難場所
災害の種類に応じて危険のおよばない施錠等がない常時開けた場所で、災害発生のおそれがある場合にその
危険から逃れるため住民が一時滞在する場所をいいます。指定緊急避難場所は災害別で区別されています。

指定緊急避難場所
洪水
内水

地震
火災× ○

総合運動場

大口南小学校

指定避難所
指定緊急避難場所
洪水
内水

地震
火災○ ○

指定避難所
指定緊急避難場所
洪水
内水

地震
火災○ ○

大口北小学校

指定避難所
指定緊急避難場所
洪水
内水

地震
火災○ ○

中央公民館（憩いの四季・図書館）

大口町役場
災害対策本部災害対策本部

指定避難所

屋内運動場

あなたの身近に
突然やってくる
水害
平成29年夏の大口町水害を振り返って

特集

　今年の8月、名古屋で明治32年の観測開始以
降最高の40.3 度を記録しました。連日の猛暑、
記録的な豪雨、本州を東から西へ逆走する台風。
気象庁は臨時会見を開き、「命に危険があるよ
うな暑さで災害と認識している」、「異例なコー
スを進む台風のため、これまでの経験が通用
しない場合がある」など、異常天候の警戒を
呼びかけていました。
　今後もさまざまな異常気象が起こり、昔の
常識が通用しない可能性があります。私たち
の経験を超える規模の自然災害に対する危機
管理に備えましょう。

想
定
外
の
水
害

　

死
者
・
安
否
不
明
者
が
２
０
０
名
以
上

と
い
う
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
７
月

上
旬
の
西
日
本
豪
雨
は
、
い
ま
だ
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
大
口
町
に
お
い
て

も
、
昨
年
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
数
度

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
想
定
外
の
被

害
が
出
ま
し
た
。
特
に
、
７
月
14
日
の
ゲ

リ
ラ
豪
雨
で
は
五
条
川
が
「
計
画
高
水
位
」

と
な
り
、
大
口
町
豊
田
地
区
と
江
南
市
布

袋
地
区
の
間
を
流
れ
る
五
条
川
の
湾
曲
し

た
部
分
が
越
水
し
ま
し
た
。
役
場
に
は
多

く
の
報
道
陣
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

報
道
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
ん
で
一
帯
に
水

が
あ
ふ
れ
た
様
子
が
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
流

れ
ま
し
た
。

　

幸
い
、
報
道
が
大
き
か
っ
た
程
に
は
大

口
町
内
で
甚
大
な
被
害
は
見
ら
れ
ず
、
報

告
さ
れ
て
い
る
範
囲
で
床
下
浸
水
８
軒
、

冠
水
に
よ
る
通
行
止
め
４
か
所
に
留
ま
り

ま
し
た
。

※

設
計
上
、
堤
防
が
耐
え
ら
れ
る
水
位
の
高
さ
の
上
限

※

あ
な
た
の
身
近
に
突
然
や
っ
て
く
る
水
害

あ
な
た
の
身
近
に
突
然
や
っ
て
く
る
水
害

平
成
29
年
夏
の
大
口
町
水
害
を
振
り
返
っ
て

特集

　

8
月
、
名
古
屋
で
明
治
32
年
の
観
測
開
始
以
降
最
高
の
40
・
３
度
を
記
録
し
ま

し
た
。
連
日
の
猛
暑
、
記
録
的
な
豪
雨
、
本
州
を
東
か
ら
西
へ
逆
走
す
る
台
風
。

　

気
象
庁
は
臨
時
会
見
を
開
き
、「
命
に
危
険
が
あ
る
よ
う
な
暑
さ
で
災
害
と
認

識
し
て
い
る
」、「
異
例
な
コ
ー
ス
を
進
む
台
風
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
が

通
用
し
な
い
場
合
が
あ
る
」
な
ど
、異
常
天
候
の
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
異
常
気
象
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の

経
験
を
超
え
る
規
模
の
自
然
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

そ
の
日
、
役
場
で
は…

　

こ
の
よ
う
な
非
常
事
態
が
起
こ
っ
た
場

合
、
役
場
で
は
ど
の
よ
う
な
体
制
が
と
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
役
場
職
員
に

そ
の
日
の
動
き
を
伺
い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
７
月
14
日
貊
、
午
前
８
時
40
分

頃
か
ら
雨
が
降
り
始
め
、
そ
の
１
時
間
後
大

雨
警
報
、
さ
ら
に
１
時
間
後
に
は
洪
水
警
報

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
１

時
間
の
雨
量
は
52
㎜
で
し
た
。
こ
の
と
き

の
役
場
の
動
き
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

庁
内
で
は
大
雨
警
報
を
受
け
、
午
前
10

時
半
に
第
１
非
常
配
備
体
制
を
立
ち
上
げ
、

30
名
で
町
内
巡
視
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

自
分
は
雨
脚
が
強
く
な
っ
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
、
11
時
に
出
先
か
ら
仕
事
を
早

く
切
り
上
げ
て
帰
庁
。
こ
の
と
き
ほ
ほ
え

み
プ
ラ
ザ
西
駐
車
場
に
停
め
て
あ
る
車
が

浸
水
し
て
い
る
の
を
目
撃
し
ま
し
た
。
所

属
す
る
地
域
協
働
部
で
は
、
ひ
っ
き
り
な

し
に
電
話
が
鳴
っ
て
対
応
に
追
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
報
道
関
係
の
問
い
合
わ
せ
の
電

話
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
ま
た
、
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
た
た
め
、
テ
レ
ビ
を
見

た
方
か
ら
「
知
り
合
い
は
大
丈
夫
か
」
な

ど
と
い
う
電
話
も
多
か
っ
た
で
す
。

　

テ
レ
ビ
で
見
た
映
像
は
衝
撃
的
で
し
た
。

大
口
町
が
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
る
こ
と

は
ま
ず
な
い
の
で
、
多
く
の
方
が
び
っ
く

り
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
帰
庁
後
は
現

場
に
出
動
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　

は
い
、
堀
尾
跡
公
園
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

（
地
下
通
路
）
が
冠
水
し
た
と
い
う
通
報
を

受
け
、
排
水
の
た
め
に
出
動
し
ま
し
た
。

消
防
団
が
使
っ
て
い
る
小
型
ポ
ン
プ
を

使
っ
て
の
作
業
だ
っ
た
の
で
、
消
防
団
に

も
所
属
し
て
い
る
自
分
が
ポ
ン
プ
を
持
っ

て
現
地
に
向
か
い
、
非
常
配
備
の
職
員
と

合
流
し
、
２
人
で
水
の
吸
い
出
し
作
業
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

水
の
吸
い
出
し
は
力
の
い
る
作
業
で

し
ょ
う
ね
。
一
番
苦
労
し
た
の
は
、
ど
の

作
業
で
し
た
か
？

　

大
量
の
水
を
吸
い

上
げ
、
川
に
流
し
ま

し
た
。
水
中
で
ホ
ー

ス
の
先
が
暴
れ
て
外

に
出
そ
う
に
な
る
の

で
、
押
さ
え
る
の
が

大
変
で
し
た
。

　

苦
労
し
た
の
は
、
水
が
引
い
た
地
下
通

路
の
掃
除
で
す
。
大
量
の
汚
泥
を
か
き
出

す
の
は
手
作
業
で
し
た
の
で
一
苦
労
で
し

た
。
夕
方
、
災
害
時
協
定
を
結
ん
で
い
る

町
内
土
木
業
者
の
方
が
手
伝
い
に
き
て
掃

除
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
本

当
に
助
か
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
中
小
口

地
区
の
企
業
駐
車
場
の
雨
水
の
汲
み
出
し

作
業
に
向
か
い
、
帰
庁
し
た
の
は
夜
の
８

時
頃
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
一
日
を
過
ご
し
て
、
住
民

の
み
な
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

　

台
風
は
あ
る
程
度
予
測
し
て
備
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
は
突
然

予
告
な
く
起
こ
る
の
で
、
対
処
が
難
し
い

で
す
。
30
分
後
の
こ
と
が
予
測
で
き
ま
せ

ん
。
日
頃
か
ら
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
や

防
災
マ
ッ
プ
（
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）

で
地
形
を
把
握
し
、
自
宅
や
自
宅
周
辺
に

低
く
な
っ
て
い
る
土
地
が
な
い
か
を
確
認

し
、
豪
雨
時
に
は
近
づ
か
な
い
、
車
を
停

め
な
い
な
ど
の
対
策
を
し
て
被
害
を
最
小

限
に
く
い
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
水
害
時
は
地
震
時
と
違
い
、
む

や
み
に
外
に
出
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
夜
間
は
、
急
な
豪
雨
で
浸
水
し

た
屋
外
の
危
険
箇
所
が
目
に
見
え
な
く
な

り
ま
す
。
水
に
流
さ
れ
た
り
、
水
路
に
落

ち
た
り
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
建

物
倒
壊
の
恐
れ
が
な
い
限
り
、
建
物
の
２

階
以
上
に
避
難
し
（
垂
直
避
難
）、
水
が
引

く
の
を
待
つ
か
救
助
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

避
難
の
指
示
が
出
た
区
域
の
方
は
、速
や
か

に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▲洪水ハザードマップは 5ページに掲載

▲広報無線受信機

▲あんしん・安全ねっと
　登録用QRコード

▲堀尾跡公園のアンダーパス

「
木
曽
川
水
系
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
」
は
、

水
防
法
に
基
づ
き
、
水
害
に
よ
る
被
害
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
に
、

浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
、
浸
水
し
た
場
合

に
想
定
さ
れ
る
水
深
を
表
示
す
る
も
の
で
す
。

「
木
曽
川
水
系
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
」
を
も

と
に
、
市
町
村
に
お
い
て
災
害
時
の
対
応
や

避
難
場
所
の
位
置
等
の
情
報
を
具
体
的
に
記

※

※
載
し
た
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、

住
民
に
周
知
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ
（
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
）
は
、
４
年
前
に
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
口
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

役
場
か
ら
の
避
難
勧
告
・
指
示
は
、
防
災
・

防
犯
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
「
あ
ん
し
ん
・

安
全
ね
っ
と
」
や
広
報
無
線
受
信
機
に
て
配

信
し
ま
す
。「
あ
ん
し
ん
・
安
全
ね
っ
と
」
は

携
帯
電
話
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

防災無線には屋外放送と戸別受信機があり、全国 1,700
の自治体のうち495の自治体が戸別受信機を利用してい
ます。大口町では平成3年から、幅広い世代の皆さんに
防災情報を行き渡らせることができるよう戸別無線機
（一機４万円相当）を無償で貸出しています。停電時で
も受信ができるよう電池を用意しておきましょう。

広報無線受信機は、世帯につき１台を無償貸与し

ています。詳しくは町民安全課までお問合せくだ

さい。

台当たり 3万 9,300 円に

災害時は町内どこの避難所でも利用できます。いざというときにあわてないよう、自宅や働い
ている場所の近くにある避難場所と安全な避難経路をしっかり確認しておきましょう。

18 平成30年9月



犬山市

扶桑町扶桑町

木曽川

江南市江南市

大口町

犬山市

小牧市小牧市

55

五条川

合
瀬
川

新
木
津
用
水

指定避難所

指定避難所指定避難所（地域避難所）
指定緊急避難場所 洪水

内水
地震
火災× ○

指定避難所（兼福祉避難所）
指定緊急避難場所 洪水

内水
地震
火災○ ○

指定緊急避難場所 洪水
内水

地震
火災× ○

指定緊急避難場所 洪水
内水

地震
火災× ○

さつきケ丘防災センター

健康文化センター（ほほえみプラザ）

秋田グラウンド

大口西小学校

指定避難所
指定緊急避難場所 洪水

内水
地震
火災× ○

大口中学校

大口北保育園

上小口グラウンド
河北グラウンド

町民会館

指定避難所
指定緊急避難場所 洪水

内水
地震
火災○ ○

木曽川水系洪水浸水想定区域図

大口町 指定緊急避難場所と指定避難場所

木曽川水系洪水浸水想定区域図
（想定最大規模）
大口町 指定緊急避難場所と指定避難場所

木曽川水系洪水浸水想定区域図
（想定最大規模）
大口町 指定緊急避難場所と指定避難場所
※地域避難所は、地域で開設する避難所です※地域避難所は、地域で開設する避難所です

　
　
　

の
身
近
に
突
然
や
っ
て
く
る
水
害

あ
な
た
の
身
近
に
突
然
や
っ
て
く
る
水
害

平
成
29
年
夏
の
大
口
町
水
害
を
振
り
返
っ
て

特集

　

今
年
の
8
月
、　

名
古
屋
で
明
治
32
年
の
観
測
開
始
以
降
最
高
気
温
の
40
・
３
度
を
記

録
し
ま
し
た
。
連
日
の
猛
暑
、
記
録
的
な
豪
雨
、
本
州
を
東
か
ら
西
へ
逆
走
す
る
台
風
。

気
象
庁
は
臨
時
会
見
を
開
き
、「
命
に
危
険
が
あ
る
よ
う
な
暑
さ
で
災
害
と
認
識
し
て
い

る
」、「
異
例
な
コ
ー
ス
を
進
む
台
風
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
通
用
し
な
い
場
合

が
あ
る
」
な
ど
、
異
常
天
候
の
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
異
常
気
象
が
起
こ
り
、
昔
の
常
識
が
通
用
し
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
の
経
験
を
超
え
る
規
模
の
自
然
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　左の地図は2016年、国土交通省が作成した木曽川水系洪水
浸水想定区域図で、お住まいの地域がどの程度浸水するおそ
れがあるかを予測したものです。洪水ハザードマップと併せ、
避難所の確認や日頃からの準備のためにご活用ください。

　　　指定避難所
災害の危険性があり避難した住民等を災害の危険性がなくなるまでに必要な間滞在させ、または災害によ
り家に戻れなくなった住民等を一定期間滞在し、避難者の生活環境を確保するための施設をいいます。

　　　　指定緊急避難場所
災害の種類に応じて危険のおよばない施錠等がない常時開けた場所で、災害発生のおそれがある場合にその
危険から逃れるため住民が一時滞在する場所をいいます。指定緊急避難場所は災害別で区別されています。

指定緊急避難場所
洪水
内水

地震
火災× ○

総合運動場

大口南小学校

指定避難所
指定緊急避難場所
洪水
内水

地震
火災○ ○

指定避難所
指定緊急避難場所
洪水
内水

地震
火災○ ○

大口北小学校

指定避難所
指定緊急避難場所
洪水
内水

地震
火災○ ○

中央公民館（憩いの四季・図書館）

大口町役場
災害対策本部災害対策本部

指定避難所

屋内運動場

あなたの身近に
突然やってくる
水害
平成29年夏の大口町水害を振り返って

特集

　今年の8月、名古屋で明治32年の観測開始以
降最高の40.3 度を記録しました。連日の猛暑、
記録的な豪雨、本州を東から西へ逆走する台風。
気象庁は臨時会見を開き、「命に危険があるよ
うな暑さで災害と認識している」、「異例なコー
スを進む台風のため、これまでの経験が通用
しない場合がある」など、異常天候の警戒を
呼びかけていました。
　今後もさまざまな異常気象が起こり、昔の
常識が通用しない可能性があります。私たち
の経験を超える規模の自然災害に対する危機
管理に備えましょう。

想
定
外
の
水
害

　

死
者
・
安
否
不
明
者
が
２
０
０
名
以
上

と
い
う
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
７
月

上
旬
の
西
日
本
豪
雨
は
、
い
ま
だ
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
大
口
町
に
お
い
て

も
、
昨
年
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
数
度

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
想
定
外
の
被

害
が
出
ま
し
た
。
特
に
、
７
月
14
日
の
ゲ

リ
ラ
豪
雨
で
は
五
条
川
が
「
計
画
高
水
位
」

と
な
り
、
大
口
町
豊
田
地
区
と
江
南
市
布

袋
地
区
の
間
を
流
れ
る
五
条
川
の
湾
曲
し

た
部
分
が
越
水
し
ま
し
た
。
役
場
に
は
多

く
の
報
道
陣
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

報
道
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
ん
で
一
帯
に
水

が
あ
ふ
れ
た
様
子
が
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
流

れ
ま
し
た
。

　

幸
い
、
報
道
が
大
き
か
っ
た
程
に
は
大

口
町
内
で
甚
大
な
被
害
は
見
ら
れ
ず
、
報

告
さ
れ
て
い
る
範
囲
で
床
下
浸
水
８
軒
、

冠
水
に
よ
る
通
行
止
め
４
か
所
に
留
ま
り

ま
し
た
。

※

設
計
上
、
堤
防
が
耐
え
ら
れ
る
水
位
の
高
さ
の
上
限

※

あ
な
た
の
身
近
に
突
然
や
っ
て
く
る
水
害

あ
な
た
の
身
近
に
突
然
や
っ
て
く
る
水
害

平
成
29
年
夏
の
大
口
町
水
害
を
振
り
返
っ
て

特集

　

8
月
、
名
古
屋
で
明
治
32
年
の
観
測
開
始
以
降
最
高
の
40
・
３
度
を
記
録
し
ま

し
た
。
連
日
の
猛
暑
、
記
録
的
な
豪
雨
、
本
州
を
東
か
ら
西
へ
逆
走
す
る
台
風
。

　

気
象
庁
は
臨
時
会
見
を
開
き
、「
命
に
危
険
が
あ
る
よ
う
な
暑
さ
で
災
害
と
認

識
し
て
い
る
」、「
異
例
な
コ
ー
ス
を
進
む
台
風
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
が

通
用
し
な
い
場
合
が
あ
る
」
な
ど
、異
常
天
候
の
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
異
常
気
象
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の

経
験
を
超
え
る
規
模
の
自
然
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

そ
の
日
、
役
場
で
は…

　

こ
の
よ
う
な
非
常
事
態
が
起
こ
っ
た
場

合
、
役
場
で
は
ど
の
よ
う
な
体
制
が
と
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
役
場
職
員
に

そ
の
日
の
動
き
を
伺
い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
７
月
14
日
貊
、
午
前
８
時
40
分

頃
か
ら
雨
が
降
り
始
め
、
そ
の
１
時
間
後
大

雨
警
報
、
さ
ら
に
１
時
間
後
に
は
洪
水
警
報

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
１

時
間
の
雨
量
は
52
㎜
で
し
た
。
こ
の
と
き

の
役
場
の
動
き
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

庁
内
で
は
大
雨
警
報
を
受
け
、
午
前
10

時
半
に
第
１
非
常
配
備
体
制
を
立
ち
上
げ
、

30
名
で
町
内
巡
視
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

自
分
は
雨
脚
が
強
く
な
っ
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
、
11
時
に
出
先
か
ら
仕
事
を
早

く
切
り
上
げ
て
帰
庁
。
こ
の
と
き
ほ
ほ
え

み
プ
ラ
ザ
西
駐
車
場
に
停
め
て
あ
る
車
が

浸
水
し
て
い
る
の
を
目
撃
し
ま
し
た
。
所

属
す
る
地
域
協
働
部
で
は
、
ひ
っ
き
り
な

し
に
電
話
が
鳴
っ
て
対
応
に
追
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
報
道
関
係
の
問
い
合
わ
せ
の
電

話
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
ま
た
、
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
た
た
め
、
テ
レ
ビ
を
見

た
方
か
ら
「
知
り
合
い
は
大
丈
夫
か
」
な

ど
と
い
う
電
話
も
多
か
っ
た
で
す
。

　

テ
レ
ビ
で
見
た
映
像
は
衝
撃
的
で
し
た
。

大
口
町
が
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
る
こ
と

は
ま
ず
な
い
の
で
、
多
く
の
方
が
び
っ
く

り
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
帰
庁
後
は
現

場
に
出
動
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　

は
い
、
堀
尾
跡
公
園
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

（
地
下
通
路
）
が
冠
水
し
た
と
い
う
通
報
を

受
け
、
排
水
の
た
め
に
出
動
し
ま
し
た
。

消
防
団
が
使
っ
て
い
る
小
型
ポ
ン
プ
を

使
っ
て
の
作
業
だ
っ
た
の
で
、
消
防
団
に

も
所
属
し
て
い
る
自
分
が
ポ
ン
プ
を
持
っ

て
現
地
に
向
か
い
、
非
常
配
備
の
職
員
と

合
流
し
、
２
人
で
水
の
吸
い
出
し
作
業
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

水
の
吸
い
出
し
は
力
の
い
る
作
業
で

し
ょ
う
ね
。
一
番
苦
労
し
た
の
は
、
ど
の

作
業
で
し
た
か
？

　

大
量
の
水
を
吸
い

上
げ
、
川
に
流
し
ま

し
た
。
水
中
で
ホ
ー

ス
の
先
が
暴
れ
て
外

に
出
そ
う
に
な
る
の

で
、
押
さ
え
る
の
が

大
変
で
し
た
。

　

苦
労
し
た
の
は
、
水
が
引
い
た
地
下
通

路
の
掃
除
で
す
。
大
量
の
汚
泥
を
か
き
出

す
の
は
手
作
業
で
し
た
の
で
一
苦
労
で
し

た
。
夕
方
、
災
害
時
協
定
を
結
ん
で
い
る

町
内
土
木
業
者
の
方
が
手
伝
い
に
き
て
掃

除
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
本

当
に
助
か
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
中
小
口

地
区
の
企
業
駐
車
場
の
雨
水
の
汲
み
出
し

作
業
に
向
か
い
、
帰
庁
し
た
の
は
夜
の
８

時
頃
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
一
日
を
過
ご
し
て
、
住
民

の
み
な
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

　

台
風
は
あ
る
程
度
予
測
し
て
備
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
は
突
然

予
告
な
く
起
こ
る
の
で
、
対
処
が
難
し
い

で
す
。
30
分
後
の
こ
と
が
予
測
で
き
ま
せ

ん
。
日
頃
か
ら
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
や

防
災
マ
ッ
プ
（
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）

で
地
形
を
把
握
し
、
自
宅
や
自
宅
周
辺
に

低
く
な
っ
て
い
る
土
地
が
な
い
か
を
確
認

し
、
豪
雨
時
に
は
近
づ
か
な
い
、
車
を
停

め
な
い
な
ど
の
対
策
を
し
て
被
害
を
最
小

限
に
く
い
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
水
害
時
は
地
震
時
と
違
い
、
む

や
み
に
外
に
出
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
夜
間
は
、
急
な
豪
雨
で
浸
水
し

た
屋
外
の
危
険
箇
所
が
目
に
見
え
な
く
な

り
ま
す
。
水
に
流
さ
れ
た
り
、
水
路
に
落

ち
た
り
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
建

物
倒
壊
の
恐
れ
が
な
い
限
り
、
建
物
の
２

階
以
上
に
避
難
し
（
垂
直
避
難
）、
水
が
引

く
の
を
待
つ
か
救
助
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

避
難
の
指
示
が
出
た
区
域
の
方
は
、速
や
か

に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▲洪水ハザードマップは 5ページに掲載

▲広報無線受信機

▲あんしん・安全ねっと
　登録用QRコード

▲堀尾跡公園のアンダーパス

「
木
曽
川
水
系
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
」
は
、

水
防
法
に
基
づ
き
、
水
害
に
よ
る
被
害
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
に
、

浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
、
浸
水
し
た
場
合

に
想
定
さ
れ
る
水
深
を
表
示
す
る
も
の
で
す
。

「
木
曽
川
水
系
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
」
を
も

と
に
、
市
町
村
に
お
い
て
災
害
時
の
対
応
や

避
難
場
所
の
位
置
等
の
情
報
を
具
体
的
に
記

※

※
載
し
た
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、

住
民
に
周
知
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ
（
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
）
は
、
４
年
前
に
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
口
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

役
場
か
ら
の
避
難
勧
告
・
指
示
は
、
防
災
・

防
犯
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
「
あ
ん
し
ん
・

安
全
ね
っ
と
」
や
広
報
無
線
受
信
機
に
て
配

信
し
ま
す
。「
あ
ん
し
ん
・
安
全
ね
っ
と
」
は

携
帯
電
話
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

防災無線には屋外放送と戸別受信機があり、全国 1,700
の自治体のうち495の自治体が戸別受信機を利用してい
ます。大口町では平成3年から、幅広い世代の皆さんに
防災情報を行き渡らせることができるよう戸別無線機
（一機４万円相当）を無償で貸出しています。停電時で
も受信ができるよう電池を用意しておきましょう。

広報無線受信機は、世帯につき１台を無償貸与し

ています。詳しくは町民安全課までお問合せくだ

さい。

台当たり 3万 9,300 円に

災害時は町内どこの避難所でも利用できます。いざというときにあわてないよう、自宅や働い
ている場所の近くにある避難場所と安全な避難経路をしっかり確認しておきましょう。
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家
庭
で
対
策
を

　

昨
年
８
月
18
日
貊
に
自
宅
が
床
下
浸
水

す
る
と
い
う
経
験
を
し
た
安
藤
伸
雄
さ
ん

（
堀
尾
跡
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
日
の
出
来
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

夜
の
10
時
過
ぎ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

飼
っ
て
い
る
犬
が
い
つ
も
と
違
う
鳴
き
方

を
し
た
の
で
、
異
変
に
気
付
き
ま
し
た
。

外
に
出
る
と
庭
一
面
が
水
。
犬
が
首
輪
ま

で
水
に
つ
か
っ
て
い
て
す
ぐ
に
助
け
出
し

ま
し
た
。
離
れ
の
娘
宅
に
も
水
が
き
て
い

る
こ
と
を
伝
え
、
五
条
川
を
見
る
と
す
ご

い
勢
い
で
川
か
ら
水
が
溢
れ
、
流
れ
て
き

て
い
ま
し
た
。

　

近
所
の
人
の
通
報
で
、
消
防
署
や
役
場

の
人
が
き
て
い
ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず
浮

い
て
い
る
庭
の
鉢
植
え
を
集
め
て
自
宅
に

避
難
し
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
と
き
は
２

階
へ
逃
げ
よ
う
と
、
そ
の
夜
は
自
宅
で
就

寝
し
ま
し
た
。

そ
の
時
の
お
気
持
ち
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

70
年
以
上
こ
の
土
地
に
住
ん
で
い
ま
す

が
、
初
め
て
見
る
光
景
で
し
た
。
水
の
勢

い
に
手
の
打
ち
よ
う
が
な
く
、
唖
然
と
し

て
い
ま
し
た
。

床
下
浸
水
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
事
後
対

処
は
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
か
？

　

水
が
引
い
た
あ
と
は
、
庭
一
面
悪
臭
混

じ
り
の
泥
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
役
場

職
員
が
衛
生
対
策
の
消
毒
を
ま
き
に
き
て

く
れ
ま
し
た
。

実
際
に
水
害
に
遭
わ
れ
た
経
験
か
ら
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

い
ざ
災
害
が
起
こ
る
と
手
の
施
し
よ
う

が
な
い
の
を
実
感
し
ま
し
た
。
五
条
川
、

木
曽
川
な
ど
、
近
く
に
川
が
流
れ
て
い
る

こ
と
を
頭
の
片
隅
に
置
き
、
自
然
災
害
に

備
え
、
家
庭
で
事
態
を
想
定
し
て
対
策
を

考
え
て
お
い
た
方
が
い
い
で
す
ね
。
水
害

の
後
、
我
が
家
で
は
土
の
う
を
備
え
、
行

政
へ
自
然
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
河
川
整

備
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

取
材
に
て

　

近
年
の
頻
発
す
る
豪
雨
災
害
に
備
え
、

役
場
で
も
毎
回
の
反
省
点
を
踏
ま
え
て
対

策
に
改
善
を
加
え
な
が
ら
危
機
管
理
を
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
７
月
の
水
害
の
際
は
、
殺
到
す
る

電
話
対
応
に
追
わ
れ
、
役
場
内
で
の
情
報

の
集
約
が
混
乱
し
た
こ
と
を
受
け
、
新
し

く
危
機
管
理
ボ
ー
ド
を
導
入
す
る
な
ど
、

万
が
一
に
備
え
た
効
率
的
な
機
動
体
制
や
、

災
害
情
報
を
早
く
伝
え
る
た
め
の
伝
達
方

法
を
見
直
し
た
そ
う
で
す
。

　
「
住
民
の
皆
さ
ん
を
守
る
た
め
、
役
場
で

は
で
き
る
限
り
の
対
策
は
練
っ
て
い
ま
す

が
、
人
や
機
器
、
移
動
手
段
に
限
界
が
あ

り
ま
す
。
限
ら
れ
た
制
約
の
中
で
い
か
に

効
率
よ
く
救
助
を
お
こ
な
い
、
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
ら
れ
る
か
が
カ
ギ
と
な

り
ま
す
。
有
事
に
非
常
配
備
さ
れ
る
職
員

が
出
動
し
て
各
地
を
巡
視
し
、
無
線
で
被

害
状
況
を
役
場
に
集
約
し
ま
す
が
、
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
通
報
も
貴
重
な
情
報
源
。

災
害
時
に
何
か
気
に
な
る
こ
と
や
変
わ
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
役
場
に
知
ら
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
町
民
安

全
課
。「
ま
た
、
身
近
な
場
所
の
ど
こ
に
ど

ん
な
危
険
が
あ
る
か
を
各
自
で
事
前
に
把

握
し
て
、
で
き
る
限
り
自
分
と
自
分
の
家

族
の
身
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
住
ん
で
い

る
地
域
で
起
こ
り
う
る
あ
ら
ゆ
る
想
定
を

し
て
お
く
こ
と
が
万
が
一
の
と
き
の
減
災

に
つ
な
が
り
ま
す
」

　

普
段
、
他
人
事
だ
と
思
い
が
ち
な
水
害

で
す
が
、
い
つ
ど
ん
な
形
で
自
分
の
身
に

ふ
り
か
か
る
か
誰
も
予
測
で
き
ま
せ
ん
。

台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
襲
う
こ
の
時
期
に
、

い
ざ
と
い
う
と
き
、
自
分
は
ど
の
よ
う
な

行
動
を
と
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
ま
た
ど
の

よ
う
に
家
族
を
守
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
改

め
て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
平
時
の「
備

え
」
す
な
わ
ち
「
想
定
外
の
想
定
」
が
、

有
事
の
際
も
平
常
心
で
最
善
の
対
処
を
お

こ
な
う
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

　

防
災
マ
ッ
プ
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
町

民
安
全
課
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。
各
家

庭
で
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

※

あなたのお手元に災害時の
緊急情報をお知らせします！

登録方法　携帯電話から下記メールアドレスへ空
メールをお送りください。送信された携帯電話のメー
ルアドレスあてに「本登録」の手順をご案内します。
oguchi@entry.mail -dpt . jp
迷惑防止のためのドメイン指定が
必要な方は town.oguchi . lg. jp、
ア ド レ ス 指 定 が 必 要 な 方 は
bousai@town.oguchi.lg.jpを許可
してください。
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